
道路占用許可申請書の書き方 

 

１ 一般事項 

(1) 申請書を 2 部提出して下さい。 

(2) 申請をいただいてから許可手続きに約 2～3 週間ほどかかりますので、あらかじめ

ご承知おき下さい。 

 

２ 記入の仕方（別紙申請書の番号と対応しています） 

(1) 新規、変更、更新のいずれかに〇をする。 

変更又は更新の場合は、以前に受けている許可番号等を記入し、前回の許可書の写

しを添付して下さい。 

(2) 申請年月日を記入 

(3) 申請者（占用者）氏名等を記入。（担当部署・担当者名も記入） 

(4) 占用目的を記入 

（例）上水道配水管埋設のため 

(5) 占用場所を記入。 

「路線名」については、市道名を確認の上記入して下さい。（不明の場合は係の者に

おたずね下さい。） 

また、車道、歩道、その他いずれか、工作物等を設置する箇所（当該箇所）に〇を

して下さい。 

場所については、公図で地番を確認し道路以外の地先地番を記入して下さい。 

（注）受益地ではなく占用物件の起終点を記載 

(6) 占用物件について記入 

（例） 

名   称 規   模 数 量 

水道用ポリエチレン管 内(外)径 150(169)mm Ｌ＝55.8ｍ 

給水引込管 内径 20mm 10 箇所 

単口地下式消火栓 表函 500×500mm 1 基 

(7) 占用の期間について記入 

占用開始日は申請日から 3 週間後以降の日付、もしくは許可日からとし、占用 

終了日は当該占用物を撤去する日、もしくは空欄として下さい。 

(8) 占用物件の構造について記入 

添付図面によって明確なものは、「別紙のとおり」と記入して下さい。 

(9) 工事期間について記入 

工事予定期間を記入して下さい。（工事の必要のないものは記入不要） 

占用許可には約 2～3 週間を要するので、それを見込んで記入して下さい。 

  



(10) 工事施工方法・通行規制等について記入 

（例） 

・ 車両全面通行止め(終日)(夜間開放)・片側交互通行・夜間工事など 

・ 開削工法（土留め無し） 

・ 道路幅Ｗ＝〇ｍ ・作業幅Ｗ＝〇ｍ・作業延長Ｌ＝〇ｍ□2 班編成など 

(11) 道路の復旧方法について記入 

（例） 

・ 即日仮復旧の後、〇月頃本復旧（自主復旧）Ａ＝〇㎡の予定 

・ 本復旧は市へ委託する。本復旧予定面積 Ａ＝〇㎡ 

（注）復旧範囲は掘削線から両側 30cm 以上で、路肩または道路のセンターライン

までの距離が 1.2ｍ未満のときは、その残余幅員すべてについても復旧面積に加え

る。 

(12) 添付図面は一般的に以下のものが必要です。 

ア 位置図 

縮尺 1/1,500～2,500 程度で目標物が載っているもの。 

イ 公図の写し（法務局備付のもの） 

占用箇所、官民界を着色して下さい。 

ウ 平面図 

占用箇所（本管及び引込管埋設箇所）、官民界を着色して下さい。 

エ 占用面積計算表 

占用延長、掘削面積、本復旧面積を記載して下さい。 

オ 縦断面図 

一定の土被りで埋設するものは、標準断面図に記載することで省略できる。 

カ 横断面図 

詳細なもので現場の状況が把握できるものとし、道路幅員及び路肩までの距離を

記入して下さい。（写真に記入しても構いません） 

キ 標準断面図 

埋め戻し方法、路盤舗装構成、管の土被りなどを明記して下さい。 

ク 行為面積計算図 

掘削範囲、本復旧の範囲がわかる図面を添付して下さい。 

ケ 構造図、配管図等 

コ 現況写真 

起点、終点及び中間点（20ｍ程度の間隔）で撮影し、占用物件の布設位置などを

記入する。（横断面図でわかるものは省略できる） 

サ これ以外についても、必要により他の資料の添付をお願いすることがあります。 

(13) 上下水道工事等で、施主による自営工事の場合は、必ず「自営工事」と記入し、

施工業者名、担当者、連絡先を記載すること。 

別の占用工事と同時施工する場合や、道路整備工事の一環として施工する場合も、

その関連工事を記載して下さい。 

その他記載事項がある場合は、この欄に記入して下さい。 
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